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４
月
21
日
、
内
閣
官
房
（
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局
）
と
経

済
産
業
省
は
、
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ

ム
（RESAS

（
リ
ー
サ
ス
））
の
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
。

※RESAS: Regional Econom
y 

(and) Society Analyzing System
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２　

RESAS

の
特
徴
に
つ
い
て

　

RESA
S

は
、「
産
業
マ
ッ
プ
（
※
）」「
観

光
マ
ッ
プ
」「
人
口
マ
ッ
プ
」「
自
治
体
比
較

マ
ッ
プ
」
の 

４ 

つ
の
マ
ッ
プ
（
メ
ニ
ュ
ー
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

※
「
産
業
マ
ッ
プ
」
は
、
国
お
よ
び
地
方
自
治
体
の

職
員
が
一
定
の
制
約
の
下
で
利
用
可
能
な
「
限
定

メ
ニ
ュ
ー
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
人
口
マ
ッ
プ
」
と
「
観
光
マ
ッ

プ
」
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
３　
人
口
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
「
人
口
マ
ッ
プ
」
は
、
地
域
の
人
口
に
つ

い
て
、
過
去
の
推
移
や
将
来
の
推
計
値
を
年

代
別
に
、
自
然
増
減
・
社
会
増
減
に
分
け
て

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
１
は
、
南
城
市
に
お
け
る
社

会
増
減
の
状
況
で
あ
り
、
ど
こ
の
市
町
村
か

ら
南
城
市
に
転
入
し
て
き
て
、
ど
こ
の
市
町

村
へ
転
出
し
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
１　

RESAS

に
つ
い
て

　

平
成
26
年
９
月
に
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
本
部
が
設
置
さ
れ
、同
年
12
月
に「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
特
性
を

踏
ま
え
た
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
の
強
み
・
弱
み
な
ど
を

踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
地
方
自
治

体
が
自
ら
の
産
業
構
造
や
人
口
動
態
、
観
光

の
人
の
流
れ
な
ど
の
現
状
・
実
態
を
正
確
に

把
握
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
目

標
・K

PI

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の
設
定
、

PD
CA

サ
イ
ク
ル
の
確
立
等
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、RESA

S

は
、
地
方
版

総
合
戦
略
に
お
け
る
基
本
目
標
・K

PI

の

設
定
、PD

CA

サ
イ
ク
ル
の
確
立
等
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
、
産
業
構

造
や
人
口
動
態
、
人
の
流
れ
な
ど
に
関
す
る

“ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
”を
集
約
し
、
可
視
化
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。　

　
４　
観
光
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

　
「
観
光
マ
ッ
プ
」
で
は
、
い
つ
ど
こ
に
ど

れ
だ
け
の
交
流
人
口
が
あ
る
の
か
、
ど
こ
の

都
道
府
県
や
市
町
村
か
ら
来
て
い
る
の
か
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
２
は
、
本
部
町
に
お
け
る
月

別
の
滞
在
人
口
推
移
の
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
平
日
・
休
日
別
に
、
人
口
が
ど
れ
だ
け

滞
在
し
て
い
る
の
か
が
、
分
か
り
ま
す
。

　
５　
お
わ
り
に

　

今
回
、
ご
紹
介
し
た
内
容
は
、RESA

S

の
ほ
ん
の
一
部
の
機
能
に
つ
い
て
で
す
。

RESA
S

は
、
取
り
出
す
デ
ー
タ
や
そ
の
見

方
に
よ
っ
て
、
無
限
の
活
用
方
法
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
経
済
産
業
部
で
は
、RESA

S

の

相
談
窓
口
と
な
る
シ
ス
テ
ム
マ
ス
タ
ー
を
配

置
し
、
今
後
、RESA

S

の
普
及
・
活
用
支

援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

図２　本部町の滞在人口月別推移（2014年）

図１　南城市における社会増減（2014年）

（図の補足）
本部町において、2月、8月、10月では、休日
よりも平日の方が、多く人が滞在していること
がわかります。

（図の補足）
南城市への転入
１位　那覇市（286人）、２位　南風原町（186人）、３位　与那原町（173人）
南城市からの転出
１位　那覇市（226人）、２位　与那原町（146人）、３位　南風原町（141人）

人口マップ　人口の社会増減 From-to 分析（定住人口）　
転出数内訳

総数
転入数内訳

総数

沖縄県那覇市
（226人）

沖縄県那覇市
（286人） その他

（522人）
その他
（575人）


